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社会史から「歴史知識学」へ
東京大学史料編纂所長保立道久
いわゆる「社会史」をどう考えるかは、
歴史学界の中でも最後まで一致がないまま
に過ぎたように思う。そもそも社会史とは
何かということ自身についても一致した意
見がないまま、社会史は、それが最初には
じまった「中世史」のみでなく、「近世史」
｢近代史｣、さらには「古代史」でも一種の
研究のスタイルとして認められるようにな
った。
今から考えてみると、所詮、社会史とい
うのは、方法と思想の欠如、いわゆる「社
会栂成史」的な方法に対する否定という暖
昧なムードを越えるものではなかったのか
もしれない。もちろん、研究を進めた側に
は、社会史に対する期待というものはあり、
私も、以前、社会史というのは、歴史史料
に表現された人々の意識や観念それ自身に
注目することによって、問題別に歴史事象
を微視的かつ横断的に取り扱う歴史現象学
の方法を意味すると論じたことがある
(｢日本中世社会史研究の方法と課題」「歴
史評論」500号、1991年)。しかし、この
種の議論が進むことはなく、徐々に社会史
が研究スタイルとして認められる中で、逆
に社会史が”にもっていた方法的な新鮮
さは失われていった。そして、重大なのは、
その結果、日本史研究の世界においては、
専攻の時代や分野を越える方法輪議それ自
身が消失してしまったことである。
ここで方法的な議論というのは、かなら
ずしも体系的・概念的な方法という意味で
はない。また歴史学に課せられた社会的責
務をふまえた方法的・思想的な立場という
ようなことでもない。私は歴史学にとって
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それらは絶対的な必要であると考えるが、
しかし、ここで方法というのは、もっと単
純なものである。つまり、たとえば異なっ
た時代をふくむ研究者の間での問題関心の
共有をベースにして、一弓人一人が励まされ、
歴史研究のための学問的な情熱やテンポを
生み出す議論というような意味である。
ただ、例外はある。その第一はいうまで
もなく史料論的な議論であろう。論文の量
産状態をみれば明らかなように、各時代に
おける研究はきわめて精綴なものになって
おり、その中で、史料論的な関心は共通の
ものになっている。それが新しい文書機能
論、管理論様式論、組織論、情報論など
の領域に拡大した背景にアーカイブズ学の
刺激があったことは、国文学研究資料館史
料館が編纂した「アーカイブズの科学』
(上下）に明かであり、同書は歴史学に対
して決定的な意味をもっている。そして、
この間の「アーカイブズ学研究』をみてい
れば、アーカイヴズ学こそが、以前はよく
いわれた歴史学の現代的な役割k社会的責
務というメッセージ性を確保しているよう
にさえみえる。
そして第二は、以上のような動向と半ば
関係して展開した歴史学における情報学的
な諸手段の導入である。これは大学・研究
欄對などで共通する動向で、それを推進し
た直接の動機は、個々の機関の仕事の上で
の必要であった。コンピュータはたしかに
便利な道具であったのである。しかし、同
時に、この動向の中には、史料をネットワ
ークの上で公開し、共有しようというアー
カイブズの動きと共通する動機があったこ
とも明かであろう。その蓄祇は進み、たと
えば最近では、ジャパンナレッジ（小塞
グループ、ネットアドパンス）などのよう
な商業的なサイトでも、東洋韓・日本地
名大系のフルテキストなどのような使いで
のあるデータベースシステムカ動きはじめ
ている。これによって史料分析の手法は大
きく変わってきた。それは一言でいえばコ
ンテンツからコンテキストヘと表現するこ
とができるだろう。最近の史料論では隠判
としての史料把握がキーとなっているが、
それとある意味で照応して、データベース
の蓄積は、単体のコンテンツ（内容）とし
ての歴史情報ではなく、目録やフルテキス
トのコンテンツの相互連関、つまりその
｢群」としてのコンテキスト（文脈）の分
析を可能にしたのである。
たとえば私の勤務する史料編纂所では、
この10月から『鎌倉遺文」フルテキストの
公開が始まっており、これは鎌倉時代史研
究のあり方を確実に変えていくだろう。史
料編銅では、この20年ほど、史料図書書
庫のデータベースを整備し、史料の目録情
報とフルテキスト憎報、そして最近では画
像情報を蓄積・公開するシステムの開発に
つとめてきた。導入の最初の時期に職場の
抵抗を押し切って一番苦労されたのは、後
に日本女子大に移られた永村真氏で、永村
さんにいわれて、私もコンピュータ会社ま
で初歩のスクーリングを受けに行ったこと
をよく覚えている。当畭コボルというプ
ログラム言語があったが、ともかくそれを
勉強しなければならないということで、普
通の企業の社員とならんで授業を受けた。
私などは途中で放棄してしまったので、こ
れがホントの落ちコボルだなどといわれた
が、今になるともっと真面目に勉強するの
であった、テキストだけでもとっておけば
よかったと思う。そして、史料群という考
え方も、私の周囲では永村さんがいいだし
たのではないだろうか。ともかく、こうい
う中で、私もアーカイブズ学や職場の情報
システムに関わるようになったのである。
話しがずれたが、こういう史料論的な関
心と歴史情報学への関心の交差点の中で、
最近、私は「歴史知識学」ということを考
え始めた。熟さない言葉かもしれないが、
その原型は黒田俊雄氏の論文「中世的知識
体系の形成」（｢黒田俊雄著作集」（第三翻
所収)、およびそれをうけて展開された西
岡芳文氏の論文「日本中世の情報と知識」
(『歴史学研究』716号）にある。これは古
い言葉でいえば「イデオロギー論」という
ことになるが、イデオロギーの客体的な要
素は「知識」とその体系であって、それを
担保する「記憶」「記録」の社会的な存在
形態を描き出すことが、その最大の課題と
なる。そして、そのための具体的な方法を
示しているのは大隅和雄氏の仕事（｢事典
の語る日本の歴史』そしえて文庫、1988
年）と、最近の田島公氏の仕事「天皇家ゆ
かりの文庫・宝蔵の『目録学的研究」の成
果と課題」（｢説話文学研究』四一号､2006
年）であろう。前者は、菅原道真の「類聚
国史』を先躍とする「類瞥」の展開を該博
な知識をもってあとづけた仕事であって、
日本の「知識体系」なるものの全貌は、ま
ずは、この大隅氏の仕事によって概観する
ことができるように思う。
そして、最近の田島氏の仕事は「単なる
情報でなく、世代を越えて受け継がれる
｢知識体系』の継承が、天皇家や公家の文
庫に収蔵された蔵書群を媒介にして行われ、
失われた『知識体系」や社会における「知
のネットワーク』を復元する糸口が、それ
ら文庫の蔵書目録、収蔵典籍の智写奥書
(鐸)、古典籍の貸与・書写・譲渡に関わ
る日記などに見える」という提言であって、
さらに踏み入ったものになっている。この
ような研究がさらに進展するならば、私た
ちが扱う「史料」の中に反映されている
｢知識」を、その淵源に遡って議論するこ
とが可能になるのではないだろうか。少な
くとも、史料に書かれた言説は、かならず、
この知識体系をくぐっているはずであるか
ら、知識の蓄種によって史料の読みは深
くなっていくはずである。
こういう意味で、田島氏の提言は「史料
論から歴史知鱸へ」という方法的な発展
を展望しているものであると思うが、もう
一つ考えられるのが「歴史情報学から歴史
知鐸」へというルートである。つまり、
さきほど述べたように、歴史情報学は、単
体のコンテンツ、史料情報ではなく、史料
のコンテキスト、文脈を扱うことを可能に
したが、さらに「知識」それ自身を情報学
的に取り扱うことを樺野に入れつつある。
それを示すのは、最近いわれるようになっ
たOntologyというコンピュー タ分析シ
ステムの設計感恩である。Ontologyとい
うのは哲学用語としては「存在論」を意味
するが、情報学では、前記のような
Context相互の関連を（客体世界の存在
論的な構造をふまえて）「知識」として情
報化しようという構想を意味するという。
一言でいえば、ContentS→Context-
Ontologyということになる。
このようなOntologyは、人文系のコ
ンピュータシステムにおいてまだ実装され
たことはないので、具体的なイメージを作
ることはむずかしいが、たとえば人名デー
タについては、系図生存年、官職鐙歴、
花押、筆跡（画像データ）など、地名デー
タについて国名・郡名・郷名・小字名・荘
園名・産物・交通などを体系的に蓄種する
システムをコンピュータの中に作り出すこ
とが最初の課題となるように思う。このよ
うなOntology、構造的な知識デー タを、
たとえば「検非違使」という官職について
作り出し、その知識のおのおのの根拠を指
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示する史料を容易に特定することができる
ようになれば、歴史学におけるコンピュー
タの利用はもう一つ新しい段階に進むこと
ができるだろう。
史料編纂所では2006年4月から前近代
日本史情報国際センターというセンターを
開設したが、その第一の課題は、このよう
な歴史情報の「知識」としての扱いを実現
することにある。このセンターは「日本史
史料に関する歴史情報論の研究を進め、（1）
史料データベースを知識ベース化すること
によって、(2)史料の研究・編纂・出版の
新しいシステムを作り出し、(3)あわせて
国際的な歴史情報互換を図ること」（東京
大学史料編纂所前近代日本史情報国際セン
ター規則を目的としている。その中心は
(2)の｢史料デー タベー スを知識ベー ス化する
こと｣、いわゆる「知識ベー ス(Knowledge
Base)」を歴史学の分野で本格的に構築し
ようという点にある。Ontology、知識ベ
ースなどの言葉は、最近の情報学のキーワ
ードであるようであるが、実際には、その
構想を実現させたデータベースシステムは
ないとも聞く。歴史学は、その実験を行う
のにもっとも適した場所であると思う。
以上、「史料論から歴史知識学へ」とい
うルートと「歴史情報学から歴史知識学」
というルートの重なりを組織する可#誰、
それが要望される状況について考えるとこ
ろを述べた。私は戦国時代以前の史料を取
り扱っているが、その立場からすると、こ
のような構想は魅力的なものである。たと
えば史料編纂所では、奈良時代の正倉院文
書（『大日本古文書』編年文書)、そして平
安時代の古文書と古記録の相当部分（｢平
安遺文」と「大日本古記録』）をすでにフ
ルテキストデータベースとして公開してお
り、前述のように『鎌倉遺文」のフルテキ
ストもオープンされた。そして、編纂中の
｢大日本古文書』は基本的にフルテキスト
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化されており、今後は、室町時代の古:露
がフルテキスト化されるだろう。また、現
在編纂中の書目については、その電算デー
タをデータベースに展開するシステムが構
築されており、徐々にフルテキストデータ
が蓄積されていく予定である。こういう趨
勢は、史料編纂所のみではなく諸個人・各
研究潤對で進むだろうから、戦国期までの
史料は､早晩すべてがﾌﾙﾃｷｽﾄデー タ
ベース化されるに違いない。
それを前提とすれば、知識ベースの構築
は決して夢物語ではないと思う。遠くない
将来に、研究者は論文を書いた後には、か
ならず歴史知識ベースにアクセスし、その
論文によって新たに確定された「知識」を
登録するという慣習ができるだろう。それ
によって歴史知識を確実かつ公共的に蓄稜
する道筋が開かれることを期待したいと思
う。そして、その暁には、現在の歴史学が
失ってしまったようにみえる「体系的・概
念的な方法」や「歴史学に課せられた社会
的責務をふまえた方法的な立場」を新しい
地盤の上に、より確実なものとして復活さ
せることもできるのではないだろうか｡
しかし、こういう展望の中で、最大の問
題は江戸時代史料の扱いである。そもそも
前述のように「史料論」と「歴史情報学」
の発展の基礎には、アーカイヴズの動きが
あったのであるが、その中心に江戸時代史
料をめぐる実践があったことはいうまでも
ない。それにもかかわらず、江戸時代史料
において、上述のような「史料論と歴史情
報学の統合」という意味での歴史知識学を
構想することは現状ではきわめて困難であ
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る。私には詳細はわからないが、しかし、
外から見ていても、江戸時代史料の扱いは、
｢史料論」においても、「歴史情報学」にお
いても多くの困難をかかえているようにみ
える。
これはいうまでもなく、江戸時代史料が
あまりに多種・多様・多量であるためであ
る。江戸時代の研究者は、それらを保存し、
管理し、目録データを作成するのに絶大な
エネルギーを使っている。そういう状況の
下で、江戸時代の史料情報を電子化するこ
とについての見通しや合意はえられておら
ず、そこから知識ベースを構築することな
どは「先の先」の課題であるようにみえる
のである。そもそも江戸時代の史料情報を
電子化することに本当に意味があるのかど
うかについて、多くの研究者が鑑をもっ
ているというのが実際ではないだろうか。
けれども、江戸時代史料のような多種・
多様・多量の史料群を歴史学が十全に取り
扱おうとすれば、やはり発達した情報学的
諸手段を使用せざるをえないのではないだ
ろうか。いうまでもなく、歴史学者の最大
の役割は現在まで引き継がれてきた史料を
保存し、次の時代に確実に引き継ぐことで
ある。それに若干でも談身しようとするの
は歴史学者と,して普通の気持ちであろう。
情報学的な諸手段の使用がその唯一の方向
ではないことはいうまでもないとしても、
このような課題を組織的に考えようとした
場合に、コンピュータシステムを抜きにし
ては問題を考えることはできない。たとえ
ば、史料採訪に一般的に使用されるように
なったデジタルカメラの撮影データをどの
ように保存・整理・共有するかということ
を考えただけでも、それは明らかなように
思えるのである。
さて、表題に記したように、私は「歴史
知識学」の中に、「社会史」の課題を引き
継ぐ研究方法論の形成を期待している。冒
頭に述べたように、私は、社会史とは人々
の意識や観念を横断的に取り扱う総合的な
歴史現象学というべきものであると考えて
いたが、これをただ無限に多様な「意識や
観念」というのではなく、特定の「知識」
を中心に歴史事象を復元していく方法とと
らえ返せば、それは社会史力彬を変えて発
展したということになるのではないかと思
うのである。
そして上記に述べたことからしても、
「社会史」から「歴史知識学」へという動
きの試金石は、江戸時代史研究になるだろ
う。そもそも「社会史研究」にとって麩
の問題は、江戸時代研究において、それが
どのような位置をもつかということであっ
たように思うが、「歴史知識学」において
・もそれは変わらないということになる。
以上、短文で、十分に意を尽くすことが
できないが、「社会史から歴史知識学へ」
という見通しの下に、史料論の研究とデー
タベース（知識ベース）の構築の両者に、
もうしばらく従ってみたい。その中で、お
そらく今後の歴史学のあり方の全体を決定
していくことなるであろう江戸時代史研究
の動きとアーカイブズの動きに注目してい
きたいと思う。
（アーカイプズ研究系の目指すもの
アーカイプズ研究系の目指すものは明瞭
である。つまり、わが国のアーカイブズ・
システムの拡売とアーカイプズの専F職で
あるアーキピストの教育・養成に寄与する
ために、アーカイブズ…を推し進めて
いくことである。同時に、自らアーカイブ
ズとしての樹脂をより一層整備していくこ
とである。
半世紀の歩みをふりかえる
このアーカイブズ研究系の目指すものの
位置、意味を理解するためには、文部省史
料館から国文学研究資料館史料鴫そして
国文学研究資料館アーカイブズ研究系にい
たる半世紀余の歩み、とくに1980年代以
降の動向に注目しなくてはならない。
文部省史料館は、1951年に発足した。
散逸の危機にあった近世史料を収集し保存・
整理し利用に供するためである。それと同
時に、史料情報の提供､古文書学。近世史
の研究、史料取扱者の研修などの構想があ
ったことに留意しなくてはならない（国文
学研究資料館史料館編『史料館の歩み四十
年』1991年)。また1955年には、公文書館
的性格を併せ持つべきとして、文部大臣に
申し入れを行っていることも注目される
(国文学研究資料館史料館編「史料館の歩
み50年』2001年)。いま私たちが目指して
いるいくつかの方向が、1950年代に示さ
れていたのである。その後、現地保存原則
が確認され、さらに地方文書館の設立力湘
次ぐ中で、近世･近代文書学研究の拠点と
なるべきだという考えが示された（｢史料
館の歩み50年』)。
ｱｰｶｲプズ研究系主幹高橋実
付湿機関に
文部省史料館は、1972年、諸般の事情
から新設となった国文学研究資料館の付置
機関となり、「国文学研究資料館史料館」
として歩むこととなった。ただし、①史料
館の現在の目的・性格・運営形態を変更し
ないこと、②今回の改組は暫定措置で、将
来の独立に努力すること、などが確認され
ている(｢文部省史料館の改組について」「史
料館報」第17号、1972年11月)。それと同
時に、史料館は史料保存公開機関としての
充実は当然として、史料学・史料管理学研
究の拠点となることを明示したのである。
事業調整の勧告の中で
1982年6月、行政管理庁から、国立歴
史民俗博物館と史料館の事業の調整をはか
り、望ましい研究活動体制を確立すること
を勧告された。この勧告を契機に、史料館
では事業内容と役割について自己点検を行
うとともに、より一層の発展をはかるべく
腫位史料館の織旨の拡充について…」
を表明した（1982年9月。『史料館報』第
38号、1983年3月)。つまり、全国的な史
料保存利用体制の整備が緊急課題であると
いう認識のもとで、関連機関および関係諸
学会との緊密な連携にもとづき、①全国の
近世・近代史料の所在や地方史文献に関す
る情報・閲覧サービス機能、②近世・近代
史料の史料学および史料管理学に関する研
究機能､③近世・近代史料の整理管理専門
職（アーキピスト）養成のための研修・教
育機能、この3つの機能を果たすこと力課
題であると明示した。従来の史料館の、ど
メッセージ
ちらかといえば待ちの姿勢から歴史アーカ
イブズの役割、アーカイブズ報究、アー
キピスト養成の推進センターを担うという
積極的な姿勢へ転換したのであった。
この素案に対する内外のさまざまな意見
を取り入れながら業務の見直しを行い、
1985年には中間報告を行っている（｢史料
館の役割と史料保存利用体制」「史料館報」
第43号、1985年9月)。中間報告では、国
際文書館評議会を中心とした国際協力の輪
に加わると同時に、国内的には文書館学の
共同研究センター化を目指すこと、そのた
めの基礎固めの一つとして史料管理学研究
の成果をまとめること、アーキビストやコ
ンサベーター養成のために研修会の改革を
行うことを提示した上で、この問題は史料
館という一機関のみの問題にとどまらず、
日本の史料保存体制全体の充実に関わる問
題であると主張したのである。
1988年の閣議決定によって、国文学研
究資料館の移転が決まった（平成19年度末
には立川の新館に移転することとなってい
る)。移転にともなう組織改革で、史料館
がもつ独自の織皀をどれだけ維持、ないし
は発展をさせることができるかが問題とさ
れた。それに加えて「独立行政法人化」問
題が生まれてきたことにより、史料館は自
らの将来構想をどう描くかが課題となった。
21世紀の史料館像
そのような状況の中で、2000年3月、
史料館は自らの将来像を示した。つまり
｢今後は電子情報記録をも視野に入れた、
より総合的なアーカイブズ・サイエンス
(記録史料学）が求められると予測されま
す。このような観点から、史料館では従来
の近世・近代史料を中心とした研究・情報
機能の拡充に加え、アーカイブズ・サイエ
ンス研究のナショナル・センターとしての
新しい役割を担うべく、また総合文書館と
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メッセーシ
しても未開拓の分野を切り開くべく、独自
の21世紀ビジョンを構想しているところで
す。（中略）大切なのは、21世紀日本の記
録史料保存体制（アーカイブズ・システム）
を構築する上で、いかなるナショナル・セ
ンターが求められるのか、という観点です。
その点から考えても、私たちはやはり将来
はアーカイブズに関する独立の国立研究機
関を設置することが必要だと思います」と
(｢史料館の組織改変問題について」『史料
館の歩み50年』)。
この櫛想は、さらに拡充・整理して「21
世紀の史料館蜘として明示した（｢史料
館の歩み50年』)。つまり、21世紀のグロ
ーバルな情報化社会では、歴史情報資源の
保存活用システムとしてのアーカイブズと、
その学問的基盤としてのアーカイブズ学の
役割は一層大きくなるとの予測のもとで、
アーカイブズ学研究とアーキビスト教育の
中心となり、かつ全国の文書館ネットワー
クの中心となる“アーカイブズのナショナ
ル・センター”が必要不可欠であり、史料
館はその一翼を担いたいという強い意欲を
表明したのである。そして、ナショナル・
センターが担うべき①アーカイプズ情報セ
ンターとしての拡充を、②アーカイブズ学
研究機関としての発展を、③総合アーカイ
ブズとしての新しい方向を、という3つの
役割を示し、史料館がナショナル・センタ
ーの一翼を担うべきだという熱い21世紀像
を示している（｢史料館の歩み50年』)。
史料館の歩み、なかでも1980年代以降
の転機・危機の中で、単に組織・スタッフ
の存続のためだけの対症療法的対応を図っ
たのであれば、数々の危機を乗り越えられ
なかったであろうし、内外の支援も広がら
なかったであろう。史料館員も支援者も、
今はともかく将来、必ず社会に欠かすこと
ができないものとなるアーカイブズ制度や
アーカイブズ学研究の発展のために史料館
6アーカイブズ・ニューズレターNo.52006.9
は必要不可欠な存在であるという強い確信
のもとで、史料館が果たすべき機能・役割
は何かということについて真剣に考え、論
議検討し、その実現に努力してきたからこ
そ今日まで存続してきたのである。そして
なによりも、史料館の対応に諸団体や諸学
会からの支援が大きかったからである。
独法化の潮流の中で
大学共同利用機関の独立法人化と統合整
理の動きの中で、国文学研究資料館と国立
歴史民俗博物館との統合案が浮上した時、
｢新しい人文資料学の総合研究センター」
構想（2001年12月）を史料館が提案した。
統合改編においても、国文学研究資料館、
史料館、そして国立歴史民俗博物館のそれ
ぞれが、図書館、文書館、博物館の3つの
織皀を活かしていくべきだという考えから
｢国立人文資料研銅」設立構想を提示し、
この機関は①日本の歴史、民俗、考古、文
学に関する資料を横断的に研究する新しい
｢人文資料学」の総合研究センター繊眉を
もち、②情報発信装置として、ミュージァ
ム（歴史民俗博物館)、アーカイブズ（記
録史料館)、ライブラリー（文学資料館）
の3施設を設けるというもので、3資料学
分野と3つの情報センター櫛想の提案であ
った。
アーカイブズ研究センター構想
2002年には一転して16の大学共同利用
樹對を4機構に統合する方向が打ち出され、
史料館は国文学研究資料館（5樹對が統合
した人間文ｲ…の1つ）の一部とし
て存続するか、他の大学・機関と合併する
などいくつかの選捌伎があった。そこで史
料館がもっとも望み、また望まれているこ
とは何か、そのことを鮮明にすべきでない
かという考えから検討した結果、生まれて
きたのが「アーカイプズ研究センター」の
設置構想である。センターは人間文ｲ研究
機構の直轄組織とし、機構内各研究所に横
断的に機能するアーカイブズ研究センター
である（鈴江英一「｢アーカイブズ研究セ
ンター」構想について」「史料館報』第78
号、2003年3月)｡2002年9月、5機関の
所長懇談会に「独立法人化にともなう史料
館の取り扱いについて（要望)」を提案し
た。それによるとアーカイブズ研究センタ
ーは、①全国的アーカイブズとしての役割、
②「文ｲ頃I造立国を支えるアーカイプズ
報究拠点､③国際アーカイブズ情報セン
ター、④アーキピスト教育､⑤人間文化研
究機構にとっての役割、という5つ織僧を
担うというものである。この構想は、前出
の「21世紀の史料館像」を踏まえながら、
人間文化研…直轄化によって必要とな
る要素を加えたものである。
センター案は多くの学会・団体や関係者
の支援をいただき、5機関の所長、文部科
学大臣への要望声明となった。しかし機構
設立の時期に拙速に検討することはできな
いとして取り上げられず、史料館の問題を
含めて人間文化研究機構の組織は今後考え
ていくということになった（鈴江英一
｢｢アーカイプズ研究センター」構想につい
て」「史料館報』第78号、2003年3月)。
この論考の中で鈴江氏は、「アーカイブズ
研究センターは、引き続き史料館の課題で
す。当面史料館が国文研の一角に位置を
占めるとしても、将来の目標がアーカイブ
ズ研究センターとしての自立にあります。
史料館は時代によって"変化"を選択する
ことになるかもしれませんが、わが国のア
ーカイブズ（冒蕊史料）研究の基礎を担い
発展させることは、堅持すべき史料館の存
在意義である」と明記している。
アーカイプズ研究系として
機構直属の、ないしは独立した組織であ
ることは望ましいが、諸般の事情で国文研
の内部組織になることを選択した。ただ組
織名称を「アーカイプズ禮系」と主張し
たのは、アーカイブズの重要性に対する強
い確信とその発展に寄与することの意思表
明であった。こうして2004年4月1日か
ら史料館は「大学共同利用機関法人人間
文化研究機構国文学研究資料館アーカイ
ブズ研究系」となった。改組にあたり松野
陽国…嬢と協議し､機能上・
組織上の独自性を尊重することで合意した
(丑木幸男「アーカイプズ研究系の発足」
｢アーカイブズ・ニューズレター』第1号、
2004年9月)。そして松野館長は「史料館
を従来までのような附置機関ではなく、文
学の三研究系と並ぶ、アーカイブズ研究系
と位置づけたのも、今回の改革の特色です。
吸収合併ではなく、独自性を失う改変でも
ありません。立場の弱い附置機関の位置づ
けから脱し、記録資料学の学術的主張を強
く推進するばかりでなく、文学研究系と提
携して魅力的な研究領域を構築して貰うつ
もりなのです」と明言している（｢大学共
同利用機関法人に向けて」「国文学研究資
料館報」第61号、2003年9月)。
改組後
改組によって事業と研究は分けられ、そ
れぞれ効率的に推進し、有機的連携を図ろ
うとしたものであるが、しだいに研究分野
に比重が置かれるようになっている。しか
し、アーカイブズ学研究は、実務と研究の
相互連携作用によってともに発展するとい
う特質をもった分野であるので、今後もそ
の点に留意していきたい。
アーカイプズ研究系では、①アーカイブ
ズ学研究、②アーカイプズ情報資源ｲ嗣f究、
③アーカイブズ教育、という活動の三本柱
を堅持し、アーカイブズ学研究の先端研究
拠点としての役割を担い、その研究の幅を
広げ、その奥行きを深めることを心がけて
いる。
アーカイブズ研究系には、①経営と文化
に関するアーカイブズ研究（総合的研調、
②東アジアを中心としたアーカイブズ資源
研究（基礎的研麺、③アーカイプズ情報
の資源化とネットワーク研究(応用的6脚
の3つの研究プロジェクトが6年計画で
進められている。アーカイブズ研究系とし
てはバランスのとれたプロジェクト構成で
あるといえよう。①は史料館以来の伝統的
テーマで、史料館が行ってきた歴史情報資
源学にもとづいて近世近代日本の文書資料
を活かすための研究であり、②は国際アー
カイブズ学のテーマで、東アジアを中心と
したアジア・太平洋地域のアーカイブズ資
源の共有化についての研究であり、③は情
報アーカイブズ学のテーマで、国際的な標
準を日本に適用するための研究である。新
たな芽も生まれており、着実な研究の蓄積
が期待されるところである。
今…一ｱｰｶｲ…目ﾁ罰却
史料館の歩み力鉦明しているように、い
くどかの転機・危機は同時に脱皮・成長へ
のきっかけにもなった。それは史料館の存
在意義を真剣に検討し、その役割を果たし
てきたからである。アーカイプズ・システ
ムがわが国にとって重要なものであり、そ
の発展のためにはアーカイプズ研究系が必
要であるという認識のもとで将来の拡充と
自立を期して着実な活動を展開して行かな
くてはならない。
その方向は、「21世紀の史料館像」で明
メッセージ
示した、「アーカイブズ情報センターとし
ての拡充」「アーカイブズ学研究教育機関
としての発圃「総合アーカイブズとして
の新しい方向」を目指すことであり、アー
カイブズのナショナルセンターの一翼を担
うべき方向である。この櫛想を基礎とした
一つの具体的提案が、「アーカイプズ研究
センター」であった。この提案は消えたわ
けでない。
アーカイブズ研究系を選択したのは私た
ちである。アーカイブズ研究系の目指すも
のも大方共有されている。したがってそれ
をどう実現するかが問題である。私たちを
とりまく環境・条件に十分なことはあり得
ない。目指すものに一歩でも二歩でも着実
に近づくことである。それが選択した者の
責任であろう。もし仮に、総合アーカイブ
織憧を整備し、アーカイブズ学研究を進展
させて、社会やコミュニティーに認められ
るような充実がなかったとしたならば、
2004年の改組は本当に「お終いの始まり」
であったということになる。
アーカイブズ研究系の目指すものは、以
上述べたような「確信と龍」を背景とし
たものである。アーカイプズ研究と実務面
でなお一層の充実をはかることなしに組織
的拡充や独立は決して生まれてこない。
元史料館員の方から「アーカイプズ研究
系は、国文研の一研究系でない、学界全体
のものであり、日本国民全体のものである
視点に立って行動するよう期待しておりま
す」という激励を頂いた。まったくその通
りである。厳しい批判も私たちにとってあ
りがたいサポートである。今後ともアーカ
イブズ研究系の活動に対して、ご支援とご
協力をお願いしたい。
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<研究プロジェクト報告〉
経営と文化に関するアーカイプズ研究
復活1日本実業史博物館
リサーチ・アシスタント小松賢司
研究プロジェクト「日本実業史博物館資
料研究」は、アーカイブズ研究系が2004
年度以降6年間の研究中期計画として立案
した3つの柱の1つ、「経営と文化に関す
るアーカイプズ研究」のうち、「地主層所
蔵史料研究」と並んで進められているもの
である。「日本実業史博物館(以下｢実博｣）
資料」とは、昭和戦前期に「実制の建設
を目指した渋沢敬三氏が、自ら主導して蒐
集した應大な量のコレクション、および蒐
集・管理を行った「実博設立準備室」の作
成したアーカイプズ（以下「準備室アーカ
イブズ｣）の総称であり、1951年に財団法
人竜門社から当時の文部省史料館に寄託、
62年に寄贈され、現在は国文学研究資料館
に所蔵されている。
現在アーカイブズ系において行われてい
る「実博資料」研究は、上記のプロジェク
ト研究を核としつつ、他に2つの、計3
つの研究が同時並行して行われている。以
下、3つの研究の目的と概要を紹介してい
きたい。
I科研研究
1つは、プロジェクト研究に先立って
2002年度から05年度までの4年間をかけ
て行われた、科学研究費補助金特定領域研
究(A)『我が国の科学技術黎明期資料の体
系化に関する調査・研究」の公募研究（以
下｢科銅究｣）である（｢日本実業史博物
館構想のもとに収集された産業経済資料の
基礎的研究」（2002～03年)・「日本実業史
駕鋤館輝による騨鐸コレクションの
総合的調査研究」（2004～05年）研究代表
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者は共に丑木幸男)。科研研究においては
今後の本格的な「実博」研究の基礎となる、
研究インフラの整備が行われた。
具体的には、①「実博」コレクションの
全資料のデータベース化と閲覧体制の整備、
②「準備室アーカイブズ」の基礎データ作
成、の2つである。①は最終的に、完成し
たデータベースをウェブ上で公開すること
を目的としている。コレクション全18707
件（37853点）のデー タ化はすでに完了し
ており、現在は、個々のデータをファイル
メーカーにて統合し、公開へ向けた最終段
階の作業が行われている。またコレクショ
ンのデータイ肋完了したことにより、「実博」
コレクション・｢準備室アーカイブズ」につ
いて、一部を除いて閲覧に供することが可
能となり（大半は複製物による閲動、「実
博」研究を行いうる体制もようやく整った。
②は「準備室アーカイブズ」のうち、今
後の「実博」研究にとって重要な基礎デー
タとなるであろう3つの資料、すなわち、
i昭和12年に渋沢敬三が燕しもその後の
｢実博」事業の指針となった「一つの提案」
の原稿、池準備室が昭和14年から20年ま
で記録し続けた業務日誌である「準備室日
記｣，通購入された全コレクションについ
ての金額・購入先・旧整理番号等が判明す
る「購入品原簿｣、の3つについて、活字
化・デジタルデータ化することを目的とし
ている。これについては前年度までに作業
はほぼ完了している。
以上の成果は、報告書の形で関係機関へ
配布するとともに一般に公開し、今後の
｢実博」研究において素材として活用され
ていくものと期待している。
Ⅱプロジェクト研究
・2つに、前述のプロジェクト研究がある。
これは「実博」コレクションおよび「準備
室アーカイブズ」を対象に、資料群形成過
程・資料群構造・管理について、アーカイ
ブズ学的分析を行うことを目的としている。
｢準備室アーカイブズ」には、「準備室日詞
や「購入品原潮のほか、整理された領収
書や会計処理に関する文書、準備室が作成
した目録やカード、展示計画を示す図面類
など多様なアーカイブズが含まれている。
プロジェクト研究では、主にこの「準備室
アーカイブズ」を用い、いくつかのテーマ
を設定して、分析研究を行っている。
現在､具体的には以下のような分析研究
を行っている。
①渋沢敬三の「実博｣構想の研究
「一つの提案」に示された敬三の「詞専」
構想を記述分析し、「実博」事業の狙い、
社会認識や歴史観、実業に対する認識など、
敬三の思想を明らかにする。これには、同
じく「実博」事業に深く関わり、敬三の思
想に大きな影響を与えたと考えられる、経
済学者土屋喬雄についての分析も必要とな
ってくる。
②コレクション蒐集過程の研究
「準備室日記」から読みとれる具体的な
蒐集活動と、「購入品原簿」から判明する
実際に蒐集されたコレクションの内容を総
合的に分析し、如何なる基準でコレクショ
ンを取捨選択したか、その判断基準とその
変化を明らかにする。またこれを元にして、
｢実博」コレクションの構造分析も行う。
①で明らかにした敬三の構想が、蒐集過程
に如何に反映されているかも重要な問題で
ある。
③「実博」運営主体の研究
「準備室アーカイブズ」のうち圧倒的な
件数を占めるの力丸経理処理に関する文番
である。コレクション購入資金・博物館建
設費・維持費などは、龍門社・渋沢事務所
との複雑な関係の中で処理されている。そ
の実態を明らかにし、「実博」事業の性格
と、渋沢財閥内での事業の位置づけを明ら
かにする。
④渋沢敬三と后時代の政財界人との比較
政財界人としても著名な渋沢敬三は、同
時代の政財界人と比して、如何なる個性と
同時代性とを兼ね備えていたのか。時代の
中で渋沢敬三と「実博」事業を考える必要
がある。具体的には三井財閥とその文ｲ障
業との比較などを行っている。
現在のところは以上の4つのテーマを軸
に据え、政財界人渋沢敬三と「実博｣事業
という文化事業との関わりを念頭に置きな
がら、分析研究を進めている。プロジェク
ト研究の成果は2009年度を目処に集約し、
最終的には論文集ないしは普及版として刊
行することを目指している。
Ⅲ連携研究
2006年から新たに、国立民族学博物館・
園立歴史民俗博物館などとの連携研究が始
動した。ここでは主にモノ資料の記述分析
を行うことで、「実博」設立経過を解明し、
コレクションの全貌を復元する。そして最
終的には連携展示の開催あるいは様々な
情報機能を活用した国内外への発信を行い、
文化資源の高度活用の進展に寄与すること
を目的としている。また「実博」事業の目
指した意図の探求と、蒐集コレクションの
多様な視点からの検討を通じ、「実業史」
という新研究分野を開拓し、もって我が国
の近代化の一面を浮上させることをも企図
している。
連携研究は始動したばかりであるが、現
在のところ、コレクションの収集地域マッ
ピング、モノ資料からみる蒐集方針、写真
資料の人物l鍵､古癖の整理・公開など
について、埠輔を行っている。
W2006年3月22日報告・研究会
2006年3月22日、国文学研究資料館大
会議室において、「復活！日本実業史博物
館に向けた基礎づくり』と題した報告・研
究会が開催された。本会は、これまでアー
カイブズ系において行ってきた、「実博」
コレクション・｢準備室アーカイブズ」の
整理作業に伴い明らかになった事実を報告
することで、その成果を共有し、もって内
外の研究者による今後の「実1割研究の発
展に寄与することを目的に開催されたもの
である。以T,報告・研究会の概要につい
て紹介したい。
本会は、以下のプログラムで開催された。
第1部科研「日本実業史博物館栂想によ
る産業経済コレクションの総合的調
査研究｣成果報告青木睦
1－1「実博」全コレクションの基鱗轄備
状況
1－2「実博」準備室アーカイブズの概要
と資料の電子情報化
1－3企業アーカイブズ・ミュージアムヘ
の提案
第2部「実博」資料形成の歩みと特質一
「経営と文化」プロジェクト報告
2－1政財界人・渋沢敬三の「実博」構想
とその終焉青木睦
2－2「実博｣設立に向けた渋沢敬三｢ーっ
の提案」の成立と変移4松賢司
2－3コレクション形成過程の特質と時期
区分一｢購入品原鋼の分析一
4松賢司
2-4「実博準備室日記」の記録者一筆跡
からみた日記の性格一
郷間大輝（学習院大学大学院）
2-5「実博」事業に関わった人々－渋沢
敬三の周縁一
アーカイブズ研究ノート
柳衛悠平(学習院…院）
2－6「実博」準備室の組織とその変遷
郷間大輝
2－7「実博」準備室の業務とその変遷
4松賢司
2－8「実博」建設計画・運営に関する経
理処理について
大谷明史（企業資料協議会）
2－9「実博」構想と昭和15年経済文化博
覧会青木睦
第3部今後の「実博」研究と「渋沢敬三
研究｣の課題と展望一連携研究「『日
本実業史博物館』資料の高度活用」
への繋がり－青木睦
第1部は科研研究の成果報告であり、
｢実博」コレクションの概要と整理状況、
これまでの研究経過力観明された。本会の
中心は第2部のプロジニクト研究の成果報
告であり、9本の報告が組まれた。第1報
告で渋沢敬三の経歴が紹介された上で、第
2報告では「一つの提案｣、第3報告では
｢購入品原簿｣、第4～7報告では「準備室
日記」に関し、これまでの分析研究成果が
報告された。第8報告では龍門社の決算報
告書を用い、龍門社の会計における「実博」
事業資金の処理方法の分析成果が報告され
た。第9報告では、「実博」コレクション
の唯一の展示事例である、昭和15年の経済
文化博覧会について、写真などが紹介され
た。第3部は連携研究の概要説明であり、
今後の展望が示された。（なお各報告の内
容については報告書に掲載の予麺
本格的な「実隠｣研究はまだ端緒につい
たばかりであり、本会の報告は基礎的な事
実を羅列した感の強いものであったが、今
後の研究に資するという点では大きな意味
があったものと考えている。また、当日は
非常に多くの方に参加いただき、改めて
｢実博」研究への関心の高さとその重要性
を認識した。
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アーカイブズ研究ノート
<研究プロジェクト報告＞
アーカイプズ情報の資源化とネットワーク研究
アーカイプズ情報のためのメタデータ標準をめぐる動向
リサーチ・アシスタント坂口貴弘
1．はじめに
ISAD(G)､EADといった"横文字”
とともに、アーカイブズの編成･記述の標
準化力轄られるようになってから、既に一
定の年月が経過した。国内の-笥帥劉對では
それらの適用が進められており、数多くの
成果とともに、目録作成の現場における試
行の中で初めて明瞭になってきた課題がい
くつも報告されている。標準と個別事例と
の間の距離はどうしたら埋まっていくのか。
この問題の解決にあたって、いま一度、海
外の動向に眼を向けてみることは有益であ
ろう。
国文学研究資料館では、プロジェクト研
究「アーカイプズ情報の資源化とネットワ
ークの研究」（平成16～21年度）の一環と
して、アーカイブズの検索手段構築のため
の実質的な国際規格であるEADについて
の研究を進めている。このEADがどうい
う意義をもつものであるかを理拝し、その
有効な活用を図っていくためには、国際的
に提唱されつつある他の標準類との関係の
中にEADを位置づけることが必要だろう。
各標準類の特色や開発に至る経緯につい
ては既に多くの研究があるので、本稿では
やや別の視点からこれら標準類の整理を試
みる（便官卜、標寧類の正式名称は末尾に
まとめた)。さらに最新動向の一つとして、
レコードキーピングという概念に基づくメ
タデータ標単の開発について紹介し、今後
の研霊題を展望したい。
2．メタデータ標準とは何か
まず、本稿で取り上げる「メタデータ標
準」について簡潔にまとめておきたい。メ
タデータとは「データに関する（構造化さ
れた）データ」を指す総称であり、アーカ
イブズ資料の場合は目録や索引、史料集な
ど、資料を特定・管理・利用するために用
いられるデータのことである。このメタデ
ータを記述する方法を統一しておくと、別々
のアーキピストや文番館によって作成され
た目録データも検索しやすくなるため、こ
の方法の標準化が志向されるようになった。
なお、メタデータ以外の領域を扱った撰箪
(例えば記録管理の国際規格ISO15489)
については本稿では言及しない。
3．メタデータ標準の種類
メタデータ撰箪はさまざまに分類できる
が、末尾に挙げた参考文献など、メタデー
タを扱った近年の雲錨における言及の
多い分鐸として、以下の3種顔に大別す
る方式がある。
・データの栂成に関する標準(data
structurestandard)
・デー タの値に関する標準(datavalue
standard)
・データの内容に関する標準(data
contentstandard)
以下､それぞれについてその概略と具体
例を挙げる。
3．1データの構成に関する標準
「タイトル」「資料作成年月日」「数量」
など、記述すべきメタデータ要素（項目）
とは何か、を定めるものである。なお、こ
の場合の「構成Jとは組織体や資料群の構
造のことではなく、検索手段に盛り込まれ
IOアーカイブズ・ニューズレターNo.52006.9
る項目の集合を指す。
EADは、データの構成に関する標準に
分類される。国際標準であるISAD(G)
に密接に対応した形で、アーカイプズ資料
の階層性の表現やコンテクストに関する情
報の記述などをオンライン環境で実現する
ためのメタデータ要素が設定されている。
3．2データの値に関する標準
同義語、類義語、別名などといった用語
の相互関係を示すことによって、各要素に
記入されるメタデータ（入力される㈲を
統制するものである。例えば、同じ機関を
指す｢人間文イ
｢国文学研究資料館」「国文研」「NIJL」
などの語のうち、本目録では「国文学研究
資料館」を統一的に用いる、と定めるのに
用いられる。
いわゆるシソーラスやオーソリティ・フ
ァイルなどがこの標準にあたり、前述のよ
うな機関名や人名を統制する場合のほかに、
主題（テーマ）に関する語を統制するもの
もある。アーカイブズ目録用の全国的な主
題シソーラスとして､2004年に発表された
英国のUKATがある｡Archivebuildmgs
とArchivempositoriesはほぼ同義鋸で
あるが、後者を統一的に使うこと力埋まし
い、などとしている。
国際標準であるISAAR(CPF)は値に
関する標準そのものではないが、その一種
であるオーソリティ・ファイルにどのよう
な情報を記述するか、を示している。
3．3データの内容に関する標準
記入されるメタデータの値の語順や形式
などを定めるものである。例えば、人物の
姓と名の間にスペースやカンマ（,）を入
れるべきか、入れるとしたらそれは全角か
半角か、あるいは年月日は「平成18年9
月1日」「H18/9/1」「20060901」「2006-
09-01」などのうちどの形式で表すか、を
決める。
具体例としては、カナダのRADが挙げ
られる。資料にもともとある誤字脱字はど
う処理するか、資料名が長すぎる場合省略
してもよいかなど、委細にわたる規則が資
料種賜りごとに定められている。これは、図
書館界の英米目蕊則第2版に倣ったもの
である。米国では2004年にDACSが発表
されている。
4．記録管理のためのメタデータ標準
これまで取り上げた標準類に加えて、そ
れら力輔i提とする枠組みにとらわれない先
端的な研究や新しい標準の開発が世界中で
進められている。なかでも重要なものの一
つとして、レコードキーピング用のメタデ
ータ標準の開発がある。
伝統的な証録のライフサイクル論に従え
ば､現用記録の管理と非現用記録としての
アーカイブズの管理とは区別されるため、
それぞれの目録作成も別々の担当者によっ
て別々の方法で行われることになる。だが
近年、電子記録の普及や情報公開制度の浸
透などを背景として、現用記録と非現用記
録とを厳密に区別せず、両者をそもそも一
体のものとして捉えようとする考え方が主
流となってきた。このような、託録管理シ
ステムの設計の段階からアーカイブズの管
理までをすべて包含する概念は、レコード
キー ピング(recordkeepmg)と呼ばれて
いる◎
この考え方を展開させれば、メタデータ
標準についても現用記録とアーカイブズに
共通して適用できるものがあれば便利では
ないか、という発想が出てくる。すべての
メタデータの共通化はできないまでも、一
度極されたメタデータはできるだけ再利
用したほうが、全体として業務を効率化で
きるという考え方である。現在、特にオー
ストラリアを中心に、レコードキーピング
の枠組みにおけるメタデータ標準の開発が
精力的に行われつつある。
例え』式オー ストラリア国立公文智館は1999
年にRecordkeepmgMetadataStan-
dardfOrCommonwealthAgenciesを
発表し、同国の連邦政府各機関のレコード
ギー ピングにおいて参考にするよう求めて
いる。また、同国ヴィクトリア州の公文瞥
館による電子記録管理のためのプロジェク
トであるVERSでは、その一環として独
自のメタデータ漂箪を開発した。デジタル
署名など、電子記録に適合したメタデータ
要素を組み込んでいる点が特徴的であり、
レコードキーピング理輪の実装を図る上で
とりわけ参考になるプロジェクトである。
5．おわりに
以上、数多い標準類のほんの一部を概観
したにすぎないが、一口にメタデータ標準
といってもさまざまな目的で開発されたさ
まざまな標準が存在すること、さらにはア
ーカイブズの領域を越えたレコードキーピ
ングという枠組みにおけるメタデータ標準
の開発・実装が進んでいることを紹介した。
EADはメタデータの構成に関する標準
の一つとして位置づけることができる。
EADが開発された米国でも内容に関する
標準としてDACSが別途発表されるなど、
各標準は他の標準類と相互補完しつつ運用
されている局面もある。またISAD(G)
は、(G)が｢~般原則」を表すことから明
らかなように、あくまでアーカイブズ艤戒・
記述の基礎的な理輪を集約したものである。
目録作成の実践においてはより詳細な規則
やガイドラインがあわせて不可欠なことは、
国内でも既に多くの論者が指滴している。
今後、国際的な水準でアーカイブズ情報
の資痢上を目指すと同時に、現場で役に立
つ飼戎･託髄齢を体系化するには、メタデ
ータをめぐる多面的な動向にも目を配った、
より綿密な議論の展開力輔課題となるのでは
アーカイブズ研究ノート
ないかと考える。
メタデータ標準の正準称(ABCI"
･DACS:DescribingArchives:AContent
Stgndnwl
･EAD:EncodedArChivalDescription
･ISAAR(CPF):InternationalStandard
ArdlivalAuthorityRecordfOrCorpo-
rateBodies,Persons,andFamines
･ISAD(G):GenerallnternationalStan-
dardArchivalDescription
･RAD:RulesforArchivalDescription
･UKAT:UKArdlivalThesaurus
･VERS:VictorianElectronicRecords
stmtegy
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･MarlenevanBallegooieandWendy
Duff,"Archivalmetadata,"DCC
digitalcurationmanual,Digital
CurationCentm,2006
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<研究プロジェクト報告〉
東アジアを中心としたアーカイプズ資源研究
朝鮮総督府関係史料の調査収集について
加藤聖文
竹内桂
「東アジアを中心としたアーカイブズ資
源研究」プロジェクトは、日本を含む東ア
ジア地域を中心としたアーカイブズ資源
(記録史料）を対象として、その存在形態
と特質を国際的な環境のなかで明らかにす
るとともに、文化資源としての共有化の方
法について検討することを目的としている。
研究は、主として時代別による二つの柱か
ら成り立っている。第1の柱は、日本、韓
国、中国を中心とし、イスラムや西欧も含
めた歴史的アーカイブズの多国間比較研究
を、中近世に焦点をあてて行うものであり、
第2の柱は、日本、韓国、中国、台湾を主
たる研究対象国とし、近現代、特に植民地
統治期に焦点を当てて、アーカイブズ資源
の存在状況調査と比較史料学研究を行うも
のである。
本研究は、アーカイブズ研究系の教員を
中心に、館外の多数の専門家を加えた共同
研究として実施しているが、科学研究費補
助金による二つの共同研究、「歴史的アー
カイブズの多国間比較に関する研究」（研
究代表者:＝獅罐…浩一）
と「朝鮮総督府文書を中心とした旧植民地
関係史料の共用化に関するアーカイブズ学
的研究」（研究代表者：アーカイブズ研究
系教授安藤正人）と密接に関連しており、
その研究成果を祇極的に活用している。
以Tt本プロジェクトのうち、第2の柱
を中心として、平成17年度における朝鮮総
督府関係史料の調査、収集状況について紹
介したい。
リサーチ・アシスタント
1シンポジウムの開催
プロジェクト開始2年目となる本年度は、
中国徽州黄山市、韓国ソウル市、ならびに
日本国内などで史料調査や聞き取り調査を
行ったほか、2回の大きなシンポジウムを
開催した。
一つは、8月25～26日にかけて上海にお
いて、東京外国語大学21世紀COEプログ
ラム「史資料ハブ地域文ｲ砺趣点」と中
国復日大学歴史地理研究所との共催で行な
った「｢歴史的アーカイブズの多国間比較』
国際シンポジウムー東アジアにおける文書
資料と家族・商業および社会一」であり、
もう一つは、日本アーカイブズ学会との共
催で12月17日に東京（学習院大学）にお
いて開催した「戦後60年記念学術シンポジ
ウム戦争の記憶とアーカイブズ学一喪わ
れた記憶の再生をめざして－」である。い
ずれも大きな学術的成果をあげ、後者は朝
日新聞や日本経済新聞にも取り上げられ、
話題となった。
上海で開催されたシンポジウムについて
は、本ニューズレターに掲戦されている文
叔子氏の紹介文を参照していただきたい。
なお、各報告は「史資料ハブ地域文ｲ研
究』（第7号、平成18年3月）に掲載され
ている。
東京でのシンポジウムは、以下のような
プログラムで行われた。
趣旨説明：喪われゆく記憶の再生に向けて
安藤正人（国鍔究資料館）
戦争と支配の記憶をめぐる今日的課題一
東アジアにおける「歴史認識」の師是
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加謹聖文（国文学研究資料館）
東南アジア占領と残された§濁雫己憶の
記録化と戦後の課題
前川佳遠理（国鋼究資料館）
朝鮮における植民地都市に関する3醜の
記録化
金慶南（韓国国謡露院／国文学研
究資料館外国人研究員）
日本統治期台湾における庶民の:龍
栗原純（東京女子大学）
戦争記念碑力轄る内地と外地の記憶
桧山幸夫（中京大学）
これらの報告の一部は、当プロジェクト
編『平成17年度研究成果報告東アジアに
おける:遇と記圃に抄録されているが、
最終的には論文集のかたちでまとめる予定
となっている。
また、九州大学韓国研究センター主催、
アーカイブズ研究系後援の「国際シンポジ
ウム2005日本統治期朝鮮半島関連アーカ
イブ研究の展望」（12月18日：九州大学国
際ホール）にも協力した。このシンポジウ
ムには当プロジェクトの研究メンバーのう
ち、安藻正人・加藤聖文・辻弘範の3名が
報告を行った。シンポジウムのプログラム
は以下のとおりである。
〈第1部植民地研究の展望一日本統治期
朝鮮半島を中心として〉
ColomalModernityinKorea
ShinGiWook(スタンフォー ド銅
植跳近代化論と日本の植民主義
権泰樋（ソウル麹
植民地期朝鮮における政務総監の実態一
有吉琴を中心に
LynnHyungGu
（ブリティッシュコロンビア鎖
韓国の経済成長における植民地の役割一
新しい理解のための捲言
｜’
’
’
朴泰均（ソウル大学）
<特別講濁
韓国近代と民衆生活資料集成
朴賢洙（嶺南大学校）
<第2部日本統治期朝鮮半島関連アーカ
イブ研究の展望〉
群山関連の歴史文化資料に関して
金中奎（群山市文化観光課）
植民地時代釜山の南鮮倉庫株式会社関連
資料に関して
車詰旭（釜山大学）
旧植民地・占領地関係史料のアーカイブ
ズ学的研究について
安藤正人（国文学研究資料卿
植民地の記憶都市・福岡一アーカイブズ
学の果たすべき役割
加藤聖文（国文学研究資料館）
日本所在植民地期朝鮮関係資料の調査－
その方法と問題点
辻弘範（学習院大学）
各報告の概要は、『国際シンポジウム
2005PROCEEDINGS｣(九州大学韓国
研究センター、平成17年12月）に掲載さ
れている。
2史料鯛査および収集
2－1調査機関、
平成17年度に調査を行った主な機関は以
下の通りである。
【国内】
・国立国会図曾館
・東洋文庫
・山口県文書館
・下関市立長府図書館
。宇部市立図書館付設郷土資料館
・長崎県立対馬歴史民俗資料館
・小樽商科大学附属図書館
・北海道立文書館
・北海造立開拓記念館
・北海道大学附属図書館
･福島県歴史資料館
6福島大学地域研究センター
･九州大学附属図書館付設記録資料館産
業経済資料部門
･九州大学文学部朝鮮史学研究室
･福岡県立図書館
‘壱岐市立郷ノ浦町図書館
●
・京都大学農学部図書室
・京都府立総合資料館
・宇都宮大学附属図書館
・栃木県立文書館
・佐野市立佐野図書館
・佐野市郷土博物館
【国外】
・釜山広域市立市民図書館
・国家記録院釜山記録情報センター
・韓国明知大学校
・国史編纂委員会
・ソウル特月柿立南山図書館
・中国第一歴史榿案館
・米国議会図書館
・米国立公文書館
・ハワイ大学マノア校図書館
・英国国立文書館
・大英図瞥館
・シンガポール国立公文書館
これらの機関において、朝鮮総督府関係
史料を中心として、旧植民地関係史料を調
査し、所在情報の把握に努めるとともに、
史料の撮影を行った。
2－2マイクロフィルムによる振影
本プロジェクトでは上記の機関が所蔵す
る朝鮮総督府関係史料を主にデジタルカメ
ラによって撮影しているが、山口県文書館
が所蔵する榊ﾘ治朝鮮総督府関係史料と佐
野市郷土博物館が所蔵する須永文庫資料に
ついてはマイクロフィルムによる撮影を行
った。
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銅ﾘ治は山口県生まれ、巡査から警部補
となった後、朝鮮語を修めて朝鮮総督府属
となり、警務局図書鴫通訳官等を歴任し
たのち、上海およびハルビンの朝鮮総督府
派遣員となった人物である。この経歴から
も明らかなように、林は植民地警察機構に
おけるトップレベルの人物ではなく、中堅
クラスに該当する人物である。この史料か
らは、こうした中堅クラスの人物にどのよ
うな資料が集められていたのかが明らかと
なり、興味深い。
撮影したマイクロフィルムは22本にのぼ
る。このなかで、主な史料としては以下の
ものがあげられる。
・剛鮮人共産羊義者押送二関スル件』
。『布珪二於ケル朝鮮人ノ状況』
。｢浦潮派遣員報告要剴
。｢帰順者ノ不穏言動二関スル件』
。『朝鮮共産党員曹奉岩・洪南杓等治安
維持法違反事件送致二関スル件』
。『j購及西伯利方面二於ケル主ナル不
暹鮮人！
。『上海二於ケル不暹鮮人ノ思想並二行
動ノ現状二関スル件』
。『大韓光復軍ノ活動卜臨時政府ノ統帥
部官制公布二関スル件』
。『韓族自治連合会ノ加入勧誘文規約及
役員二関スル件』
。｢在上海共産党首領呂運亨取調状況二
関スル件』
。『在上海朝鮮総督府派遣員報告』（昭和
5年度～昭和13年度）
。｢在吟爾演朝鮮総督府派遣員綜合年報』
（昭和13年度～昭和17年度）
。「〔林利治稿〕掴上日記』
こうした朝鮮人の独立運動や共産主義運
動に関する史料のほか、『二・二六事件ノ
概要』『帝都二於ケル叛軍部隊ノ騒擾概況』
『〔美濃部事件〕』『神兵隊事件関係』『非常
時日本の打開策として主張する各派の政策
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綱領具体案』など、二・二六事件前後の時
期における日本国内の状況に関する史料も
含まれている。
他方、佐野市郷土博物館所蔵の須永文庫
資料は、漢学者で、1884年の甲申事変で
敗れて日本に亡命した金玉均を支援するな
どざ朝鮮独立運動に協力した須永元の関係
史料である。須永文庫資料の来歴や全体像
については、真辺美佐氏が伊藤隆・季武嘉
也編『近現代日本人物史料情報辞典2』
(吉川弘文館、2005年）のなかで紹介され
ているので、そちらをご参照していただき
たい。
今回マイクロ撮影を行ったのは、以下の
史料である。
。『〔須永元氏を含めて記念写真〕』
。『〔写真〕』
。『記録（明治20年)』
。『麺<元日記』（明治17.21.22.38。
39．42年／昭和13.14弱
。「
。｢朝鮮甲申事変日記』
･『朝鮮甲申事変稿本』
･『朝鮮黄海道水害写真集』
･｢在日韓国留学生救済募金帖』
･｢大院君に奉る割
。｢金玉均の墓碑建立に関する陳情書』
･『杉村君日記他1
．『在朝苦'[録！
。｢各道観察使二対スル伊藤総監ノ諮問
<閲覧業務の休止〉
アスベスト除去作業及び立川市への移
転作業にともない、臨時に閲覧業務を休
止します。休止する業務は、資料の来館
利用（閲覧及び文献複写)、相互利用
(文献複写及び現物貸借、郵送による文
献複写)、資料撮影掲戟、展示貸出など
です。
竝訓示』
･｢故禺範善氏祭祀料募集帖』
･『故宋伯爵葬儀写真帖』
･『〔朝鮮の写真アルバム〕』
･『鏑木余三男朝鮮国元山出張復命書』
2－3口述記録
2004年9月9日に中央日韓協会におい
て行った工藤真澄氏の口述記録を原稿化し
た。工藤氏は1914年生まれ、広島師範学
校助教授時代に高等文官試験に合格、1943
年から朝鮮総督府勤務となり、平安南道学
務課長を経て、敗戦時には慶尚北道警察部
経済警察課長だった人物である。日本には
1945年12月に引き揚げている。
約2時間半にわたる口述記録のなかには、
高等文官試験受験から朝鮮総督府勤務に至
るまでの経緯、敗戦前後における大邸の状
況、引揚の経緯などについての記録が含ま
れている。なお、この口述記録は原稿化さ
れ、前掲の研究成果報告書陳アジアにお
ける記録と記憶』に掲載されている。
また、2005年12月16日には坪井幸生氏
(元朝鮮総督府警察官僚）の口述記録を採
集した。坪井氏は1936年に京城帝国大学
法文学部を卒業した後、同大学助手となり、
高等文官試験に合格して、朝鮮総督府に入
り、警察部警務局、農林部農林振興課、警
務局保安課等に勤務したのち、忠清北道警
察部長となって敗戦を迎えた経歴を持つ。
[お知らせ］
･アスベスト除去作業による閲覧業務休止
2006年12月27日～2007年4月1日
4月2日開室
･立川市移転作業による閲覧業務休止
2007年秋～2008年3月31日
4月1日立川市で開室予定
＊休室開始日は、決まり次第ホームペー
ジなどでお知らせします。
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朝鮮総督府の警察官僚組織、日本国内や中
国、「満洲」に設置された朝鮮総督府派遣
員の役割、敗戦前後の状況、引揚後におけ
る外務省勤務、敗戦後の朝鮮総督府官僚の
団体などについて、4時間以上にわたって
お話しいただいた。現在、公開の方途を検
討している。
2－4購入史料
南洋護謨拓殖株式会社資料を購入した。
平成18年度以降に史料整理を開始する予
定である。
3次年度以降に向けて
平成18年度以降も引き続き、国内外にあ
る朝鮮総督府関係史料の調査、収集を継続
する。すでに、韓国済州島、富山県公文書
館、奈良県ウ図書情報館などで調査を行っ
たほか、個人が所蔵する史料の調査も行っ
ている。
また戦前、戦中期を朝鮮で生活した日本
人の口述記録の収集も継続して行う。これ
についても、すでに何人かの方から御協力
をいただいている。
あわせて、これまで収集した朝鮮総督府
関係史料の撮影データならびに所在情報を
ひろく共用できるよう、検討していきたい
と考えている。
プロジェクトを推進していくなかで、関
係各機関の御協力を御願いする次第である。
<2007年度アー カイプズ・カレッジ開催予定〉
・長期コース：於国文学研究資料館
前期7月2日～7月27日
後期8月27日～9月21日
・短期コース：於山口市
11月5日～11月16日
（前後期・短期とも最終1週間はレポ
ート作成にあてる）
アーカイフズ研究批評
ける文書資料と家族、そして社会を共に論
議することができたからである。
今回の研究会は、2004年ソウルで開か
れた1次研究会に引き続き、二回目で行わ
れる国際シンポジウムであった。去年、ソ
ウルでの研究会を一緒に準備し開催した私
たちとしては、今回は少し身軽に訪問者の
立場になって上海を訪れることができた。
しかしシンポジウムに参加する1週間、上
海の王振忠先生と日本の渡辺浩一先生を始
め、シンポジウムと踏査の準備と進行に努
めてくださった多くの方々に感嘆を禁じ得
なかった。ソウル研究会とは比較もならな
いぐらい徹底的な準備と豊かな内容が私た
ちを待っており、完壁な通訳で全然言語の
障壁を感じることができないようにしてい
ただいたのであった。
8月24日上海に到着し翌日の8月25日か
ら26日まで両日間進行された研究会を発表
主躍賜りに分類すると、文書資料自体に対す
る発表と、文書を通して調べた社会と歴史
に対する発表とに分けることができる。前
[アジアを中心としたアーカイブズ資源研究
駛的アーカイプズの多国間比較｣上海研究会参加記
一束アジアの家族と村落を共に論議した場一
韓国国史編纂委員会文叔子
??
拝
渡辺浩一（国文学研究資料館）
清代蘇州の社会管理-蘇州の碑刻に対す
る考察
唐力行（上海師範大学）
1840年代在郷における商い金紛争とそ
の特質一商い帳簿認識と訴訟工作
高橋実（国錨究資料館）
明清徽州訴訟文書の来源、分類とその史
料としての価値
阿風（中国社会科学院歴史研究所）
コメント
萢金民(南京大学）
オゼルーエルゲンチ（アンカラ大学）
金絃栄(韓国国史編纂委員会）
総括
王振忠･渡辺浩一
＊＊
中国は韓国史研究者たちの胸をときめか
せる場所である。前近代においては多くの
文化と文明が中国から流入されたことでそ
の時代の人々が中国に憧れたとしたら、現
代の私においては歴史学徒として、前近代
の我々の文化の源流を尋ねるという思いの
ため中国に憧れているような気がする。そ
のような意味で2005年上海研究会は私に
とって本当に待ちに待った期待される出会
いの場であった。近世文書による家族の研
究を関心対象にしている私において、近世
の韓国と中国の公私文審、そしてそれらを
通じて家族と社会を比べてみることができ
る機会が与えられたという点で期待が大き
かった。しかし上海研究会では私の期待よ
りさらに広範囲で深い満足を得られた。な
ぜなら、韓国と中国に限らず東アジアにお
<解鋤
「歴史的アーカイブズの多国間比較」プ
ロジェクトは、東京外国語大学21世紀
COE「史資料ハブ地域文化研究」および
復旦大学（上海）の協力を得て、2005年8
月25，26日の二日間に亘り、上海におい
て国際研究会を開催した。参加者は二日間
延べ人数で60名を超えていた。以下に掲載
する文章は文叔子氏によるその参加記であ
り、「｢歴史的アーカイブズの多国間比較に
関する研究」研識蒋次報告書平成17年
度』（2006年3月）における同氏の文章の
転載である。この文章を読む前提として以
下に当日のプログラムを掲げておく。
1
8月25日
開会の辞臼井佐知子(…国…
趣旨説明渡辺浩一(国…館）
者は特定文書群に対する由来と整理及び分
類、保存状況とその意味などを把握したも
ので、主に明清代の徽州文書に関するもの
であった。これは2004年ソウル研究会で、
日本と韓国の身分別・所蔵機関別に文書群
の由来と整理、保存などについて発表した
ものとその形式が似ているものであった。
後者は各毒癖を通じて調べた村落と都
市史にあたる主題であった。例えば、徽州
文書を通じて調べた農家の生活ぶり、日本
の中近世文書を通じて調べた商業と都市の
法令伝達体系及び百姓と武士の身分の関係
などを考察したものであった。
2004年の研究会と変わったことと言え
ば、文脅群自体の生成及び分類、保存など
だけではなく、ひいては文書群を生成した
社会の姿を糾明しようとする深層的な試み
があったというところである。
徽州文書の発見、收集、整理と徽州文書
の価値について
溜屯建（黄山市地方志辮公室）
盛宣懐梢案概述
王宏（蝉図書館）
日本中世の商業関係文書について
蔵持重裕（立…
清代における徽州のある小農家庭の生活
状況一『毒号鬮割に対する考察
王振忠（復旦大学）
武士への憧れ一日本近世における百姓と
武士の間
吉田ゆり子（東京外国語大学）
8月26日
日極1鯛姉の法令伝達一掲げる・写す。
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だったと考えられる。日本や韓国、トルコ
でも近世村落の姿を残している場所はある
だろうが､果して徽州地域の葉越村､唐模
村、霊山村、呈炊村のように伝統時代の村
落の姿を保持しており、またその姿を維持
しながら生活を営んでいる所はあまりない
と思われる。
巣越牌坊群や唐模村などでは韓国近世の
両班村落のように儒教理念で武装された支
配層の文化を垣間見ることができ、やはり
韓国と中国の伝統文化は似ているのだなと
思った。しかしそれも一瞬だけ、谷間を沿
って形成された古代村落の姿がそのまま残
っている霊山村では文化の普遍性より、む
しろ特殊性をさらに大きく感じた。同じ同
族村でありながらも住居地の集積度や集種
方式において韓国近世の村落とは差があり、
このような差は彼らの生活ぶりの差にまで
つながったようだ。
文書群の差は最初から文書の差によって
始まったものではない｡東アジア各国の人々
の生活文化の差歴史の差から始まったも
のである。上海で開かれた「歴史的アーカ
イブズの多国間比較研究」のシンポジウム
は、このような内容を自ら体験できるよう
にしてくれた大切な現場であった。
私の下手な日本語にもかかわらず、多く
のことを学べるように配慮してくださった
参席者の皆様に深く感謝するところである。
一方、文書群を通じて社会を眺めて見る
と、このような共通点と相違点の共存はさ
らに目立つ。形態や構成様式が似ている私
家の相続文書であっても、その中に取り込
まれている相続の内容は韓中日のそれが明
確に仕分けられているのがその代表的な例
である。男女均分相続という韓国近世の相
続方式は中国や日本では探すことができな
いし、また中国と日本の両国も相続方式が
お互いに異なる。これは文書作成に社会の
秩序や運営原理が込められていることを意
味し、東アジア社会がそれぞれの運営原理
によって維持されていたことを証明する。
訴訟文書もやはりお互いに違う社会運営原
理を反映する。韓国近世の訴訟文脅の中で
ほとんどを占めるのは先祖の墓所と係わる
｢山訟」文書であり、商業関連訴訟などは
文書として探しにくい。これも各社会で重
要視されていた分野が相違であったという
証拠として解釈できる。
このように今回の研究会は東アジア各社
会の共通点と相違点を表してくれた良い機
会であった｡同じ漢字文化圏かつ儒教文化
圏であり相互交流した社会システムとして
の共通点と、内部的社会運営の発達による
相違点が、歴史的アーカイブズの比較研究
によって明らかになることが分かる。
研究会が終わった後の黄山地域の二日間
の踏査は、このような多国間比較の決定版
文露自体においても、これを活用した
研究においても、両者共に私には多くのも
のを考えさせられる発表であった。まず、
各国の文書群に対する考えをまとめてみる
と次のようである。
第一、徽州文書は韓国にもその存在がよ
く知られているがその内容に対してはまだ
関心を持つことができなかった。ところが
今回発表された徽州の詫訟文書や売買文普
’
財産相続文書などは韓国の近世文書とその
形態や作成手続きにおいて非常に似ていた
のだ。文ｲ皎流という次元で、近世中国と
韓国の間に文書様式の交流があったかどう
力相互影響に対してさらに考えて見るべき
問題であると思われる。
第二、中国や日本には中近世の商業文書
がたくさん残されているが、韓国にはその
ような資料が非常に稀だという点である。
これは、韓国で商業を「末業」と称しなが
らこれを抑制して来た社会慣習と、近現代
にあらゆる身分層が両班化する過程で両班
ではない先祖の身分を隠すために商業文書
を保存しなかった慣行と関連がある。この
ような商業の非活性化は、韓国において村
落に比べ都市発達の程度が後進的な現象を
帯びることとも関係がある。そして韓国で
は極めて一部し力残っていない商業あるい
は都市関連文書群に接することができた点
もこの研究会を通じて得た収獲と言える。
第三、文書群の分類は各国が非常に窓意
的な方法を取っているということを感じた。
韓国でも文書の形態分類と内容分類の間で
所蔵機関別に葛藤が多く、一貫性がないこ
とが事実である。特に日本に比べて中国と
韓国は現状記録が不完全な状況であるため、
発見当時の状態が完全に変えられ新しい体
系によって再分類されてしまったりする。
果して文書作成当時の意図や哲学が無視さ
れたまま現代的秩序により文書を整理する
ことに意味があるのだろうか。
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